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１．取組み状況
創業関連融資先数の推移

業種別の内訳 平成15年度から本格的に創業⽀援の取組みを
開始。
近年は毎年50件程度の創業を⽀援している。

「サービス業」が120件と⼀番多い。
近年では「医療、福祉」の創業が増えてきている。

業種 件数
Q サービス業 120
M 飲⾷店、宿泊業 88
J 卸売・⼩売業 83
N 医療、福祉 49
F 製造業 44
E 建設業 40
L 不動産業 11
H 情報通信業 10
O 教育、学習⽀援業 8
P 複合サービス事業 7
A 農業 4
G 電気・ガス・熱供給・⽔道業 3
I 運輸業 3
S 分類不能の産業 1

年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

先数 24 10 22 26 26 21 50 70 51 48 70 53
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２．取組体制・特徴（1）
プロパー融資「ふくしん創業⽀援資⾦」

創業融資決裁までの事務フロー

開業後のフォローアップ⽀援

平成15年度発売 融資⾦額500万円以内
融資期間運転7年、設備10年 原則無担保

開業後12ヶ⽉の決算を1期終えた創業融資先に対し、
営業店担当者が訪問して実施 平成26年度37先

⾃⼰資⾦要件なし
⼩⼝の創業に優位性あり

本部専坦部署の
法⼈営業課が事業
計画策定を⽀援
ノウハウを集約す
ることで、さらに
レベルアップした
⽀援を実現

信⽤⾦庫の強みを
活かし、きめ細か
いフォロー

法⼈営業課

営業店と連携し事業計画
をブラッシュアップ。
必要とあらば他の⽀援機
関に連携要請。
融資部と事前協議。
稟議書を審査課に送付。

審査課

法⼈営業課が事業計画に
妥当性有と判断した案件
について、総合的に審査
を⾏い稟議決裁。

営業店

創業相談の初期対応。
事業計画策定を⽀援。
法⼈営業課に連携要請
稟議書を法⼈営業課に送
付。

創業希望者

創業相談
融資申し込み

法⼈営業課

営業店と連携し事業計画
をブラッシュアップ。
必要とあらば他の⽀援機
関に連携要請。
融資部と事前協議。
稟議書を審査課に送付。

審査課

法⼈営業課が事業計画に
妥当性有と判断した案件
について、総合的に審査
を⾏い稟議決裁。

営業店

創業相談の初期対応。
事業計画策定を⽀援。
法⼈営業課に連携要請
稟議書を法⼈営業課に送
付。

創業希望者

創業相談
融資申し込み
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２．取組体制・特徴（2）
事業計画の判断ポイント

創業情報の⼊⼿経路

店舗業績評価への反映

営業店から …融資情報管理システム

他の⽀援機関から…開業サポートセンター（福井商⼯会議所）
商⼯会議所、商⼯会、会計事務所、
コンサルタント 経営⾰新等認定⽀援機関 等

業界関連業者から…医療関係卸業者、理美容関係卸業者 等

平成21年度より、営業店の業績評価に反映
事業性評価による経営課題解決取組件数をポイント化

事業が計画通りいかなくても再起可能な資⾦計画
失敗事例の研究

地域と共存共栄する⾦
融機関としての⽬線を
重視

創業情報を双⽅向で
紹介し、それぞれの
⽀援機関がもつ強み
を活かして⽀援に厚
みを持たせる

⼿間のかかる創業への取組
みを後押し
まずは情報を集め、本部専
担部署で⽀援
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3 ． 今後の取組み
新しい資⾦調達⼿法への取組み

他の⽀援機関との事業計画共通化

福井市中⼼市街地活性化への取組み

福井を良くするクラウドファンディングへの参画
http://fukuicrowdfunding.com/

開業サポートセンターと共同し事業計画を作成
福井商⼯会議所 ⽇本政策⾦融公庫福井⽀店国⺠⽣活事業

美のまちふくいプロジェクトへの参画

アドバイザーとして運
営を⽀援
ファンドを補完するも
のとして融資も検討

創業希望者の負担軽減
⽀援機関の⽬線を共通化

まちづくり、創業者育成
への取組み
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